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(57)【要約】
【課題】把持部材を有する寝具用シーツであって、シー
ツとして使用する際における引っ掛かり等に起因する事
故や怪我を防止することが可能な寝具用シーツを提供す
る。
【解決手段】使用者２が横臥する寝具４に使用される寝
具用シーツ１であって、寝具４に敷設されるシーツ本体
１０と、シーツ本体１０の寝具４と接する側の面に設け
られた把持部材２０とを備えている。把持部材２０は、
シーツ本体１０の外縁よりも内側に取り付けられ、該シ
ーツ本体１０の外縁から幅方向に突出しないように設け
られている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者が横臥する寝具に使用される寝具用シーツであって、
　前記寝具に敷設されるシーツ本体と、
　前記シーツ本体の前記寝具と接する側の面に設けられた把持部材と
　を備え、
　前記把持部材は、前記シーツ本体の外縁よりも内側に取り付けられ、該シーツ本体の外
縁から幅方向に突出しないように設けられている
　ことを特徴とする寝具用シーツ。
【請求項２】
　前記シーツ本体は、前記寝具上を幅方向に横断するように敷設される敷設部と、前記敷
設部の両側縁部にそれぞれ設けられ、前記寝具の裏面側に巻き込まれる巻込み部とを有し
、
　前記把持部材は、前記シーツ本体の幅方向に、前記敷設部の幅方向の長さ以上、かつ、
前記シーツ本体の幅方向の長さ未満の間隔をおいて、少なくとも一対設けられている
　ことを特徴とする請求項１に記載の寝具用シーツ。
【請求項３】
　前記把持部材は、前記敷設部と各巻込み部との境界部分にそれぞれ設けられている
　ことを特徴とする請求項２に記載の寝具用シーツ。
【請求項４】
　前記巻込み部は、前記敷設部よりも伸縮性を有している
　ことを特徴とする請求項３に記載の寝具用シーツ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使用者が横臥する寝具に使用される寝具用シーツに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、寝たきりの老人や病人等の被介護者に対して、褥瘡を予防するために、被介護者
と寝具との間にクッション等の体位変換具を挿入し、仰向け状態から体位を変化させるこ
とが行われている。また、被介護者をベッドや布団等の寝具から他の場所へ搬送する場合
には、寝具から被介護者を持ち上げて、担架等の搬送具へ移動させることが行われている
。しかしながら、被介護者を仰向け状態から横向き状態に変化させる作業や、搬送具への
移動は、非常に力が必要な作業であると共に、被介護者にとっても、体位変換時の身体の
ねじれや、搬送具への移動時の身体の屈曲等により、苦痛を伴う作業であるという問題が
ある。
【０００３】
　このような問題を解決するための寝具用シーツとして、従来、被介護者を仰向け状態か
ら横向き状態に変化させる作業を補助可能であると共に、被介護者を搬送する搬送具とし
て機能可能な寝具用シーツが知られている（特許文献１及び２）。
【０００４】
　特許文献１には、図１１に示すように、長方形状のシート１０２の両側縁部からそれぞ
れ取っ手１０６が突出するように、長方形状のシート１０２の裏面に一対の取っ手付補強
シート１０４が縫合された多用途搬送シート１００が開示されている。
【０００５】
　また、特許文献２には、図１２に示すように、長方形状のシート１１２の短辺側両端部
が全幅において二重に折り返されて縫合され、当該二重に折り返された領域１１４に把持
用穴１１６が形成されたキャリングシーツ１１０が開示されている。
【０００６】
　特許文献１に開示された多用途搬送シート１００及び特許文献２に開示されたキャリン
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グシーツ１１０は、通常時には、ベッドや布団等の寝具のシーツとして使用することがで
きる。一方、体位変換を行う際には、一方側の把持部（取っ手１０６、把持用穴１１６）
のみを把持して、長方形状のシート１０２、１１２の一方縁側のみを持ち上げることによ
り、被介護者を仰向け状態から横向き状態にスムーズに変化させることが可能である。ま
た、被介護者の搬送を行う際には、両側縁部の把持部（取っ手１０６、把持用穴１１６）
の双方を把持して、長方形状のシート１０２、１１２の両側縁部を持ち上げることにより
、シーツ自体を搬送具として用いることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－１９８３６９号公報
【特許文献２】特開２００２－５８７０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１の多用途搬送シート１００は、寝具用シーツとして使用する
際に、ループ状の取っ手１０６が常に幅方向外側に突出しているため、通行人及び被介護
者の身体や、寝具周辺の物等が取っ手に引っ掛かり易く、事故や怪我が発生するおそれが
あるという問題がある。
【０００９】
　また、特許文献２のキャリングシーツ１１０は、寝具用シーツとして使用する際に、把
持用穴１１６が形成された領域１１４を寝具の下部に巻き込ませるものであるが、経時的
に把持用穴１１６が形成された領域１１４が寝具の下部から抜け出るおそれがあり、この
場合には把持用穴１１６が露出することとなるため、以前として、引っ掛かりに起因する
事故や怪我が発生するおそれがあるという問題がある。
【００１０】
　そこで、本発明は、把持部材を有する寝具用シーツであって、シーツとして使用する際
における引っ掛かり等に起因する事故や怪我を防止することが可能な寝具用シーツを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記の目的を達成するため、本発明に係る寝具用シーツは、使用者が横臥する寝具に使
用される寝具用シーツであって、前記寝具に敷設されるシーツ本体と、前記シーツ本体の
前記寝具と接する側の面に設けられた把持部材とを備え、前記把持部材は、前記シーツ本
体の外縁よりも内側に取り付けられ、該シーツ本体の外縁から幅方向に突出しないように
設けられていることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る寝具用シーツにおいて、前記シーツ本体は、前記寝具上を幅方向に横断す
るように敷設される敷設部と、前記敷設部の両側縁部にそれぞれ設けられ、前記寝具の裏
面側に巻き込まれる巻込み部とを有し、前記把持部材は、前記シーツ本体の幅方向に、前
記敷設部の幅方向の長さ以上、かつ、前記シーツ本体の幅方向の長さ未満の間隔をおいて
、少なくとも一対設けられていることが好ましい。
【００１３】
　また、本発明に係る寝具用シーツにおいて、前記把持部材は、前記敷設部と各巻込み部
との境界部分にそれぞれ設けられていることが好ましい。
【００１４】
　さらに、本発明に係る寝具用シーツにおいて、前記巻込み部は、前記敷設部よりも伸縮
性を有していることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
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　本発明によれば、把持部材を有する寝具用シーツであって、シーツとして使用する際に
おける引っ掛かり等に起因する事故や怪我を防止することが可能な寝具用シーツを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係る寝具用シーツの表面側の構成を示す概略構成図であ
る。
【図２】第１実施形態に係る寝具用シーツの裏面側の構成を示す概略構成図である。
【図３】第１実施形態に係る寝具用シーツを寝具に装着させた状態を示す概略斜視図であ
る。
【図４】図４（ａ）は、第１実施形態に係る寝具用シーツをシーツとして用いた状態を示
す模式図であり、図４（ｂ）は、第１実施形態に係る寝具用シーツを体位変換の補助具と
して用いた状態を示す模式図であり、図４（ｃ）は、被介護者と寝具との間に体位変換具
を挿入した状態を示す模式図である。
【図５】図５（ａ）は、第１実施形態に係る寝具用シーツをシーツとして用いた状態を示
す模式図であり、図５（ｂ）～図５（ｃ）は、第１実施形態に係る寝具用シーツを搬送シ
ートとして用いた状態を示す模式図である。
【図６】第１実施形態に係る寝具用シーツの巻込み部が寝具の裏面側から抜け出した状態
を示す概略斜視図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る寝具用シーツの裏面側の構成を示す概略構成図であ
る。
【図８】第２実施形態に係る寝具用シーツをギャッジベッドに装着させた状態を示す概略
斜視図である。
【図９】本発明の第３実施形態に係る寝具用シーツの裏面側の構成を示す概略構成図であ
る。
【図１０】本発明の第４実施形態に係る寝具用シーツの表面側の構成を示す概略構成図で
ある。
【図１１】従来の多用途搬送シートを示す概略構成図である。
【図１２】従来のキャリングシーツを示す概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、本発明の第１実施形態に係る寝具用シーツについて、図面に基づいて説明する。
第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、図１～図３に示すように、使用者（被介護者）が
横臥する寝具４に使用される寝具用のシーツであって、寝具４に敷設されるシーツ本体１
０と、シーツ本体１０の寝具４と接する側の面（裏面）に設けられた把持部材２０とから
構成されている。なお、以下の説明において、縦方向とは、寝具４（ベッド６及びマット
レス８）の長手方向（図１及び図３中、Ｙ方向）を意味し、横方向とは、寝具４（ベッド
６及びマットレス８）の幅方向（図１及び図３中、Ｘ方向）を意味するものとする。
【００１８】
　シーツ本体１０は、図１に示すように、幅方向（横方向）を長手方向とする矩形状に形
成された敷設部１２と、敷設部１２の右側縁部に設けられた右側巻込み部１４と、敷設部
１２の左側縁部に設けられた左側巻込み部１６とから構成されている。なお、以下の説明
において、単に「巻込み部１４、１６」という場合には、「右側巻込み部１４」及び「左
側巻込み部１６」の双方を指すものとする。
【００１９】
　敷設部１２は、図１～図３に示すように、寝具用シーツ１のうち、寝具４（マットレス
８）上に敷設される部位である。この敷設部１２は、寝具４（マットレス８）の縦方向の
長さよりも短い縦方向の長さ、かつ、寝具４（マットレス８）の横方向の長さよりもやや
長い横方向の長さを有する矩形状に形成されている。具体的には、例えば寝具４（マット
レス８）がシングルベッドのサイズ（幅９７ｃｍ×長さ１９５ｃｍ）である場合には、敷
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設部１２のサイズは、例えば幅１０５ｃｍ×長さ９０ｃｍ～１１０ｃｍとすることができ
る。
【００２０】
　敷設部１２は、図１及び図２に示すように、例えば綿やポリエステル等の素材からなる
生地、例えばデニム生地やパイル生地等の肌触りが優れ、吸汗性に優れた生地からなる表
生地１２Ａと、耐熱ポリウレタンラミネート等の防水性を有する素材からなる防水シート
１２Ｂとが積層されたシート状に形成されている。この敷設部１２は、被介護者２の荷重
に耐え得る強度を有している。表生地１２Ａと防水シート１２Ｂは、粘着剤や熱溶着等に
より接着されており、また、ほつれや剥離を防止するために、図１及び図２に示すように
、オーバーロックミシン等によりその周縁にオーバーロック縫い（縁かがり縫い）１３等
の端処理が施されている。
【００２１】
　巻込み部１４、１６は、図１～図３に示すように、それぞれ、寝具用シーツ１のうち、
寝具４の裏面側（ベッド６とマットレス８との間）に巻き込まれる部位である。これら巻
込み部１４、１６は、それぞれ、縦方向を長手方向とする矩形状に形成されており、敷設
部１２の縦方向の長さと同程度の縦方向の長さ、かつ、寝具４の裏面側（ベッド６とマッ
トレス８との間）に巻き込むことが可能な横方向の長さを有している。具体的には、例え
ば寝具４（マットレス８）がシングルベッドのサイズ（幅９７ｃｍ×長さ１９５ｃｍ）で
ある場合には、巻込み部１４、１６のサイズは、それぞれ、例えば幅２８．５ｃｍ～３２
．５ｃｍ×長さ９０ｃｍ～１１０ｃｍとすることができる。
【００２２】
　右側巻込み部１４は、図１及び図２に示すように、例えばオーバーロックミシン等によ
りその周縁にオーバーロック縫い（縁かがり縫い）１５等の端処理が施されていると共に
、その左端縁部全域が敷設部１２の右端縁部に縫い付けられている。また、左側巻込み部
１６は、例えばオーバーロックミシン等によりその周縁にオーバーロック縫い（縁かがり
縫い）１７等の端処理が施されていると共に、その右端縁部全域が敷設部１２の左端縁部
に縫い付けられている。巻込み部１４、１６は、それぞれ、例えば綿やポリエステル等の
素材からなる生地から形成されている。
【００２３】
　把持部材２０は、被介護者２の荷重に耐え得る厚手の帯状部材から形成されており、一
端部及び他端部がシーツ本体１０の裏面に縫合されることにより、ループ状に形成されて
いる。把持部材２０は、敷設部１２と右側巻込み部１４との境界部分、並びに敷設部１２
と左側巻込み部１６との境界部分において、それぞれ縦方向（敷設部１２の側縁部に沿っ
た方向）に所定の間隔、例えば介護者（搬送者）の肩幅程度の間隔をおいて２つずつ設け
られている。すなわち、把持部材２０は、シーツ本体１０の幅方向に、敷設部１２の幅方
向の長さ（図２中の長さＸ２）と同程度の間隔をおいて、二対設けられている。
【００２４】
　各把持部材２０は、シーツ本体１０の中心から側縁に向かう方向に頭頂部が位置するよ
うに設けられており、介護者や搬送者の手を挿入可能な大きさに形成されている。把持部
材２０の幅方向の長さ、すなわち、シーツ本体１０との縫合部からループ状部位の頭頂部
までの長さ（図２中の長さＸ４）は、巻込み部１４、１６の幅方向の長さ（図２中の長さ
Ｘ３）よりも短い長さを有している。すなわち、把持部材２０は、シーツ本体１０の外縁
よりも内側において、シーツ本体１０の外縁から幅方向に突出しないように設けられてい
る。把持部材２０とシーツ本体１０との縫合は、被介護者２の荷重に耐え得るように施さ
れている。
【００２５】
　次に、第１実施形態に係る寝具用シーツ１の使用方法について、説明する。第１実施形
態に係る寝具用シーツ１は、図３に示すように、通常時においては、寝具４（本実施形態
ではベッド６上に載置されるマットレス８）に局所的に取り付けられ、寝具用のシーツと
して使用される。具体的には、寝具用シーツ１は、シーツ本体１０の敷設部１２がマット
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レス８上を横方向（幅方向）に横断するように敷設されると共に、巻込み部１４、１６が
寝具４の裏面側に、本実施形態ではベッド６の上面とマットレス８の下面との間に、それ
ぞれ側方から挿入されることによって、寝具４に装着される。
【００２６】
　また、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、被介護者２の体位変換を行う際に、被介
護者２を仰向け状態から横向き状態へと体位を変化させる際の補助具としても用いること
が可能である。具体的には、図４（ａ）に示す寝具用のシーツとして使用されている状態
から、図４（ｂ）に示すように、一方側の巻き込み部（本実施形態では左側巻込み部１６
）を寝具４の裏面側から取り出し、把持部材２０を把持したまま上方へ持ち上げる。これ
により、被介護者２を体軸（中心軸）を中心として回転させることができるため、被介護
者２の身体を過度にねじったり屈曲させたりすることなく、被介護者２を仰向け状態から
横向き状態にスムーズに変化させることが可能である。そして、図４（ｃ）に示すように
、被介護者２と寝具４との間にクッション等の体位変換具９を挿入し、取り出した左側巻
き込み部１６を再度寝具４の裏面側に挿入することにより、容易に体位変換を行うことが
できる。
【００２７】
　さらに、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、被介護者２を寝具４から他の場所へ搬
送する際に、被介護者を搬送する搬送具としても用いることが可能である。具体的には、
図５（ａ）に示す寝具用のシーツとして使用されている状態から、図５（ｂ）～図５（ｃ
）に示すように、左右両方の巻き込み部１４、１６を寝具４の裏面側から取り出し、右側
巻込み部１４側に設けられた２つの把持部材２０を一の搬送者が両手で把持し、左側巻込
み部１６側に設けられた２つの把持部材２０を他の搬送者が両手で把持したまま上方へ持
ち上げる。これにより、シーツ自体を搬送具として機能させて、被介護者２の身体を過度
にねじったり屈曲させたりすることなく、被介護者２を寝具４から他の場所へ搬送するこ
とができる。
【００２８】
　以上のように、第１実施形態に係る寝具用シーツ１によれば、シーツ本体１０の左右両
側部の内側に把持部材２０がそれぞれ設けられていることにより、寝具用のシーツとして
の用途以外に、被介護者２を仰向け状態から横向き状態へと体位を変化させる際の補助具
としても用いることができると共に、被介護者２を寝具４から他の場所へ搬送する搬送具
としても用いることができる。
【００２９】
　また、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、シーツとして使用する際における引っ掛
かり等に起因する事故や怪我を防止することができる。すなわち、第１実施形態に係る寝
具用シーツ１は、寝具４に敷設されるシーツ本体１０と、シーツ本体１０の寝具４と接す
る側の面に設けられた把持部材２０とを備え、把持部材２０が、シーツ本体１０の外縁よ
りも内側において、シーツ本体１０の外縁から幅方向に突出しないように設けられている
。これにより、図６に示すように、寝具用シーツとして使用する際に、経時的に巻込み部
１４、１６が寝具４の裏面側から抜け出した場合であっても、把持部材２０が各巻込み部
１４、１６に覆われており、把持部材２０がシーツ本体１０から露出することがないため
、通行人及び被介護者の身体や、寝具周辺の物等が把持部材２０に引っ掛かるおそれがな
い。
【００３０】
　さらに、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、把持部材２０が、シーツ本体１０の幅
方向に、敷設部１２の幅方向の長さ（図２中の長さＸ２）以上、かつ、シーツ本体１０の
幅方向の長さ（図２中の長さＸ１）未満の間隔をおいて設けられている。これにより、第
１実施形態に係る寝具用シーツ１は、例えば次のような利点を有する。第１に、第１実施
形態に係る寝具用シーツ１は、図６に示すように、寝具４上に把持部材２０が位置するこ
とがなく、寝具４上に把持部材２０に起因する凹凸が生じないため、床ずれの原因となる
段差が少ないという利点を有する。第２に、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、特許
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文献１に開示された多用途搬送シート１００及び特許文献２に開示されたキャリングシー
ツ１１０と比べ、把持部材２０の位置と、被介護者２の位置とが近いため、より小さい力
で被介護者２の体位変換や搬送を行うことができるという利点を有する。第３に、把持部
材２０が設けられた位置からシーツ本体１０の側縁までの部位の長さ、本実施形態におい
ては各巻込み部１４、１６の長さ（図２中の長さＸ３）が、把持部材２０が設けられた位
置から被介護者２の位置までの長さよりも長い場合には、把持部材２０が設けられた位置
からシーツ本体１０の側縁までの部位を、搬送時における被介護者２の目隠しとして機能
させることができるという利点も生じ得る。
【００３１】
　またさらに、第１実施形態に係る寝具用シーツ１は、把持部材２０が敷設部１２と各巻
込み部１４、１６との境界部分にそれぞれ設けられている。これにより、例えば、敷設部
１２に被介護者２の荷重に耐え得る生地を使用し、各巻込み部１４、１６に伸縮性に優れ
た生地を使用する等、敷設部１２と各巻込み部１４、１６とを異なる性質を有する生地で
形成することが可能となる。
【００３２】
　また、このように、敷設部１２に被介護者２の荷重に耐え得る生地を使用し、各巻込み
部１４、１６に伸縮性に優れた生地を使用する場合には、上述の体位変換補助具や搬送具
として用いることができるだけでなく、例えばギャッジベッド等の起伏動作を伴う寝具に
も対応できるという利点を有する。すなわち、従来、寝たきりの老人や病人等（被介護者
）が快適に過ごしやすく、また介護を容易にするための医療用及び介護用のベッドとして
、被介護者の上体を起こすことが可能なギャッジベッドが用いられているが、従来の一般
的なシーツや、防水シートが積層された失禁用シーツでは、伸縮性が乏しいため、ギャッ
ジベッドの起伏動作に伴ってギャッジベッドとマットレスとの間から徐々に引っ張り出さ
れ、多くのしわを発生させてしまうという問題がある。また、従来のシーツであっても、
素材によっては多少の伸縮性を有するものがあるが、このようなシーツでは、全体が伸縮
性を有していることから、搬送具として用いると破損する恐れがあり、また、被介護者の
寝返り等によってしわが発生しやすいという問題がある。これに対し、第１実施形態に係
る寝具用シーツ１によれば、上述のとおり、把持部材２０が敷設部１２と各巻込み部１４
、１６との境界部分に設けられているため、各巻込み部１４、１６に敷設部１２よりも伸
縮性を有する生地を用いることができる。これにより、ギャッジベッドに用いた場合であ
っても、ギャッジベッドの起伏動作に追従して各巻込み部１４、１６が伸縮するため、ギ
ャッジベッドとマットレスとの間から引っ張り出されにくく、しわが発生しにくいという
利点がある。また、把持部材２０は、強度的に弱い巻込み部１４、１６ではなく、敷設部
１２と各巻込み部１４、１６との境界部分に設けられるため、搬送具として用いても破損
しにくいという利点がある。このような伸縮性を有する生地としては、例えば綿やポリエ
ステル等の素材からなるニット編み生地等を挙げることができるが、これに限定されるも
のではない。また、この伸縮性を有する生地は、幅方向（敷設部１２の側縁部に直交する
方向。図１中のＸ方向。）と縦方向（敷設部１２の側縁部に沿う方向。図１中のＹ方向。
）の伸縮が同程度のものや、幅方向と縦方向に異方伸縮性を有するものを用いることが可
能であるが、特に、幅方向よりも縦方向への伸縮が大きくなるような異方伸縮性を有する
ものを用いることが好ましい。実験の結果、幅方向と縦方向の伸縮が同程度の生地や、縦
方向よりも幅方向への伸縮が大きくなるような異方伸縮性を有する生地よりも、幅方向よ
りも縦方向への伸縮が大きくなるような異方伸縮性を有する生地を巻込み部に用いた方が
、優れたしわ抑制効果を発揮できることが明らかとなった。
【００３３】
　次に、本発明の第２実施形態に係る寝具用シーツについて、図面に基づいて説明する。
以下、第２実施形態に係る寝具用シーツ１´において、巻込み部以外の構成は、第１実施
形態に係る寝具用シーツ１と共通するため、同一符号を用いることで、その説明を省略す
る。
【００３４】
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　第２実施形態に係る寝具用シーツ１´のシーツ本体１０´は、第１実施形態に係る寝具
用シーツ１のシーツ本体１０と異なり、巻込み部が敷設部の両側縁部に沿ってそれぞれ一
対設けられている。
【００３５】
　すなわち、敷設部１２の右側縁部に設けられた右側巻込み部１４´は、縦方向（敷設部
１２の右側縁部に沿った方向）に二分割されており、上側巻込み部１４ａと、下側巻込み
部１４ｂとから構成されている。これら右側巻込み部１４´の上側巻込み部１４ａ及び下
側巻込み部１４ｂは、それぞれ、例えばオーバーロックミシン等によりその周縁にオーバ
ーロック縫い（縁かがり縫い）１５´等の端処理が施されていると共に、その左端縁部全
域が敷設部１２の右端縁部に縫い付けられている。
【００３６】
　また同様に、敷設部１２の左側縁部に設けられた左側巻込み部１６´は、縦方向（敷設
部１２の左側縁部に沿った方向）に二分割されており、上側巻込み部１６ａと、下側巻込
み部１６ｂとから構成されている。これら左側巻込み部１６´の上側巻込み部１６ａ及び
下側巻込み部１６ｂは、それぞれ、例えばオーバーロックミシン等によりその周縁にオー
バーロック縫い（縁かがり縫い）１７´等の端処理が施されていると共に、その右端縁部
全域が敷設部１２の左端縁部に縫い付けられている。これら上側巻込み部１４ａ、１６ａ
と下側巻込み部１４ｂ、１６ｂとは、それぞれ同形同大に形成されている。
【００３７】
　把持部材２０は、右側巻込み部１４´の上側巻込み部１４ａ及び下側巻込み部１４ｂ並
びに左側巻込み部１６´の上側巻込み部１６ａ及び下側巻込み部１６ｂの裏面側にそれぞ
れ１つずつ位置するように、シーツ本体１０´の裏面側かつ敷設部１２の両側縁部に計４
つ（左右２つずつ）設けられている。また、把持部材２０は、各把持部材２０が各巻込み
部１４ａ、１４ｂ、１５ａ、１５ｂにそれぞれ被覆され、シーツ本体１０´の外縁から幅
方向に突出しないように構成されている。
【００３８】
　このように構成された寝具用シーツ１´は、例えば図８に示すように、ギャッジベッド
６及びマットレス８が屈曲する部位（屈曲線Ｌ）を境にして、縦方向の上方側（上半身側
）に各巻込み部１４´、１６´の上側巻込み部１４ａ、１６ａが巻き込まれ、縦方向の下
方側（下半身側）に各巻込み部１４´、１６´の下側巻込み部１４ｂ、１６ｂが巻き込ま
れるように、寝具４に取り付けられて使用される。
【００３９】
　以上のような第２実施形態に係る寝具用シーツ１´によれば、第１実施形態に係る寝具
用シーツ１の利点に加え、巻込み部１４´、１６´が、ギャッジベッド６及びマットレス
８が屈曲する部位（屈曲線Ｌ）を境にして上下に分割されているため、ギャッジベッド６
の起伏動作による影響を最小限にとどめることができ、これにより、しわの発生を格段に
減少させることができるという利点がある。
【００４０】
　次に、本発明の第３実施形態に係る寝具用シーツについて、図面に基づいて説明する。
以下、第３実施形態に係る寝具用シーツ１´´において、把持部材以外の構成は、第１実
施形態に係る寝具用シーツ１と共通するため、同一符号を用いることで、その説明を省略
する。
【００４１】
　第３実施形態に係る寝具用シーツ１´´の把持部材２０´は、第１実施形態に係る寝具
用シーツ１の把持部材２０と異なり、図９に示すように、敷設部１２と右側巻込み部１４
との境界部分、並びに敷設部１２と左側巻込み部１６との境界部分にそれぞれ１つずつ設
けられている。すなわち、把持部材２０´は、シーツ本体１０の幅方向に、敷設部１２の
幅方向の長さと同程度の間隔をおいて、一対設けられている。
【００４２】
　把持部材２０´は、被介護者２の荷重に耐え得る厚手の帯状部材から形成されており、
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敷設部１２の側縁部に沿うように、一端部がシーツ本体１０の裏面の上端部近傍に、他端
部がシーツ本体１０の裏面の下端部近傍にそれぞれ縫合されることにより、ループ状に形
成されている。各把持部材２０´は、シーツ本体１０の中心から側縁に向かう方向に頭頂
部が位置するように設けられており、把持部材２０´の幅方向の長さ、すなわち、シーツ
本体１０との縫合部からループ状部位の頭頂部までの長さが、巻込み部１４、１６の幅方
向の長さよりも短い長さとなるように構成されている。すなわち、把持部材２０´は、第
１実施形態に係る寝具用シーツ１の把持部材２０と同様に、シーツ本体１０の外縁よりも
内側において、シーツ本体１０の外縁から幅方向に突出しないように設けられている。把
持部材２０´とシーツ本体１０との縫合は、被介護者２の荷重に耐え得るように施されて
いる。
【００４３】
　次に、本発明の第４実施形態に係る寝具用シーツ１´´´について、図面に基づいて説
明する。以下、第４実施形態に係る寝具用シーツ１´´´において、敷設部以外の構成は
、第１実施形態に係る寝具用シーツ１と共通するため、同一符号を用いることで、その説
明を省略する。
【００４４】
　第４実施形態に係る寝具用シーツ１´´´の敷設部１２´は、図１０に示すように、第
１実施形態に係る寝具用シーツ１と同様に、肌触りが優れた素材からなる表生地と、防水
性を有する素材からなる防水シートとが粘着剤や熱溶着等により接着されたシート状に形
成されている。一方、敷設部１２´は、第１実施形態に係る寝具用シーツ１と異なり、敷
設部１２´の周縁にオーバーロック縫い（縁かがり縫い）処理が施されておらず、表生地
と防水シートとが、敷設部１２´の周縁部よりも内側において縫合されている。この敷設
部１２´の周縁部よりも内側に設けられた縫合線１３´は、例えば片面飾り縫い（二重環
下飾り縫い、カバーステッチ）等の縫合処理により作出されるものであり、表生地側（表
面側）に２本（又は３本）の直線状の縫い目が露出し、防水シート側（裏面側）にジグザ
グ状（ロック状）の縫い目が露出するように形成されている。
【００４５】
　第４実施形態に係る寝具用シーツ１´´´によれば、第１実施形態に係る寝具用シーツ
１の利点に加え、被介護者２と接触する部位である敷設部１２´の周縁にオーバーロック
縫い（縁かがり縫い）処理が施されていないため、第１～第３実施形態に係る寝具用シー
ツと比較して、床ずれの原因となる段差が少ないという利点がある。特に、第４実施形態
に係る寝具用シーツ１´´´は、被介護者２との接触面である表生地側に直線状の縫い目
しか露出されていないため、被介護者２との接触面をほぼフラットにすることができる。
さらに、第４実施形態に係る寝具用シーツ１´´´は、防水シート側に露出されたジグザ
グ状（ロック状）の縫い目が滑り止めとして機能するため、シーツがずれにくく、しわが
発生しにくいという利点がある。
【００４６】
　本発明に係る寝具用シーツは、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の
技術思想を逸脱しない範囲内において種々の改変を行なうことができる。すなわち、本発
明に係る寝具用シーツは、使用者が横臥する寝具に使用される寝具用シーツであって、寝
具に敷設されるシーツ本体と、シーツ本体の寝具と接する側の面に設けられた把持部材と
を備え、把持部材が、シーツ本体の外縁よりも内側において、該シーツ本体の外縁から幅
方向に突出しないように設けられているものであれば、いかなる構成を備えるものであっ
ても良い。
【００４７】
　例えば、上述した実施形態では、寝具用シーツとして、幅方向を長手方向とする矩形状
に形成され、寝具に局部的に取り付けて使用されるものを例示して説明したが、これに限
定されず、縦方向を長手方向とする矩形状や、正方形状等の種々の形状を採用することが
でき、また、布団やマットレス等を覆うボックスタイプのシーツであっても良い。
【００４８】
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　第１～第４実施形態に係る寝具用シーツでは、敷設部、巻込み部及び把持部材が、左右
対称かつ上下対称の構成を備えるものとして図示及び説明したが、これに限定されず、敷
設部、巻込み部及び把持部材は、左右対称に形成されなくても良いし、上下対称に形成さ
れなくても良い。また、第２実施形態に係る寝具用シーツ１´において、上側巻込み部１
４ａ、１６ａと下側巻込み部１４ｂ、１６ｂとは、それぞれ同形同大に形成されるとした
が、これに限定されず、それぞれ異なる形状及び大きさに形成されても良い。
【００４９】
　第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、シーツ本体は、敷設部の両側縁部に
右側巻込み部と左側巻込み部とを１つ又は２つずつ縫合させることにより形成されるとし
たが、これに限定されず、シーツ本体を一枚の生地から形成しても良いし、シーツ本体の
両側縁部にそれぞれ３つ以上の巻込み部を取り付けるものであっても良い。特に、取付対
象となるギャッジベッドが、例えば膝部分でも屈曲可能に構成されているような複数の屈
曲部位を有するものである場合には、右側巻込み部及び左側巻込み部は、ギャッジベッド
の各屈曲部位と対応する位置においてそれぞれ分断されるように構成されることが好まし
い。このように、右側巻込み部及び左側巻込み部がギャッジベッドの各屈曲部位と対応す
る位置において分断されるように構成されることにより、より一層しわの発生を抑制する
ことができる。
【００５０】
　また、第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、シーツ本体は、オーバーロッ
ク縫い（縁かがり縫い）等の端処理又は片面飾り縫い（二重環下飾り縫い、カバーステッ
チ）等の縫合処理が施されているとしたが、これに限定されず、これら以外の端処理又は
縫合処理が施されても良く、また、これら端縫合又は縫合処理が施されていない構成とし
ても良い。
【００５１】
　第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、敷設部は、肌触りが優れた素材から
なる表生地と、防水性を有する素材からなる防水シートとが積層されたシート状に形成さ
れているとしたが、これに限定されず、表生地又は防水シートのみからなる構成や、他の
生地を積層させた構成等、いかなる構成を備えるものであっても良い。また、敷設部は、
被介護者の荷重に耐え得る強度を有しているものであれば、伸縮性を有する素材や生地か
ら形成されても良い。
【００５２】
　第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、把持部材は、敷設部と各巻込み部と
の境界部分にそれぞれ設けられるとしたが、これに限定されず、例えば、シーツ本体の幅
方向に、敷設部の幅方向の長さ（図２中の長さＸ２）以上、かつ、シーツ本体の幅方向の
長さ（図２中の長さＸ１）未満の間隔をおいて、設けられるとしても良い。このような構
成であっても、寝具上に把持部材に起因する凹凸が生じないという利点を得ることができ
る。
【００５３】
　また、第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、把持部材は、敷設部と各巻込
み部との境界部分にそれぞれ１つ又は２つずつ（すなわち、一対又は二対）設けられると
したが、これに限定されず、３つ以上設けられても良い。また、把持部材は、シーツ本体
の外縁から外方向に突出しなければ、シーツ本体の左右両側部の内側の他に、シーツ本体
の上部や下部の内側にも設けることができる。
【００５４】
　さらに、第１～第４実施形態に係る寝具用シーツにおいて、把持部材は、厚手の帯状部
材から形成されるとしたが、これに限定されず、被介護者の荷重に耐えることができる強
度を有し、介護者や搬送者が把持可能なものであれば、いかなるものであっても良く、例
えば紐部材や棒状部材等を用いることもできる。
【符号の説明】
【００５５】
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１，１´，１´´，１´´´　寝具用シーツ、２　被介護者、４　寝具、１０，１０´　
シーツ本体、１２，１２´　敷設部、１４，１４´　右側巻込み部（巻込み部）、１６，
１６´　左側巻込み部（巻込み部）、２０，２０´　把持部材
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